
 
 
 
 
 

 
岐阜市樋門機能保全計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和３年３月 

岐阜市 基盤整備部 河川課 
 



１ 計画の位置づけ 

本市では、高度経済成長期の人口増加や社会情勢の変化、市民ニーズの多様化に対応す

るため、昭和 40 年代から 50 年代にかけて小中学校校舎や庁舎などの建築物系施設（以下

「建築物系施設」という。）や、道路、橋梁などのインフラ資産を整備してきた。 

しかし、近い将来にはこれらの公共施設等が一斉に耐用年数を迎えることから、大規模

改修や更新等に係る費用が集中的に必要となり、財政状況が厳しくなることが予測されて

いる。 
このような公共施設等を取り巻く厳しい状況が見込まれる中で、将来の人口規模や社会

情勢等に応じた公共サービスを安全かつ持続的に提供するために、長期的な視点で施設の

更新・長寿命化などを計画的に行う公共施設等マネジメントの取組みが求められており、

平成 29 年 3 月には、「岐阜市公共施設等総合管理計画」（以下「総合管理計画」という。）

を策定し、公共施設等を自治体経営の視点から総合的に管理、活用する「公共施設等マネ

ジメント」に取り組んでいる。 
これらの背景をふまえて、本計画は河川管理樋門において、長寿命化を図るとともに、

計画的な保全を行うことにより、更新等に係る財政負担の平準化を図り、安全・安心な施

設の管理を図ることを目的とする。 
 

 

 

 

図 1 計画の位置付け 
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２ 対象施設 

 本計画で対象とする施設は以下である。 
  ・第二樋門 
  ・粟野西６丁目樋門 
 

３ 施設概要 

構造物施設名 粟野西６丁目樋門 

全景 【スイングゲート（川表）】 

 

【スルースゲート（川裏）】 

 

水系河川名 原川 

位置 岐阜市粟野西 6丁目 

目的等 用水 

竣工年数 1985 年（昭和 60 年） 

型式 スイングゲート・スルースゲート式 

駆動方式 無動力・スピンドル（手動） 

ゲート数 ２ 

径間×有効高(m) 2.50m×1.70m 

 



構造物施設名 第二樋門 

全景 

 

水系河川名 忠節用水 

位置 岐阜市御手洗 

目的等 用水 

竣工年数 1993 年（平成 5 年） 

供用年数 26 年 

型式 ステンレス製ローラーゲート 

駆動方式 ラック式（電動） 

製造業者 株式会社丸徳鉄工 

ゲート数 2 

径間×有効高(m) 1.60m×1.80m 

扉体重量 1.2t 

開閉速度 1.9m/min 

 

 

４ 計画期間 

  
施設名称 事業名称 策定年度 計画期間 

第二樋門 
河川インフラ（樋門）長寿

命化策定及び耐震性能照査

業務委託 
平成 30 年度 60 年間 

粟野西６丁目樋門 
河川インフラ（樋門）長寿

命化策定及び耐震性能照査

業務委託 
令和元年度 60 年間 

 
 



５ 施設の現状 

 現状は、早期の対策が必要な設備・機器等は存在しない。第二樋門については、扉体がス

テンレス製であり、また開閉装置（電動）は建屋の中にあるため、発錆や腐食等は概ねみら

れない。粟野西６丁目樋門においては、建屋がなく、開閉装置（手動）、扉体等に対し、塗装

劣化による発錆、腐食がみられる。 

 

６ 施設の保全計画 

河川構造物は市民の生命・財産を守る重要な施設であり、計画的に修繕・更新していく必

要がある。 
従来の壊れたら修繕するという「事後保全型管理」の維持管理から、定期的かつ計画的な

維持修繕を継続して長寿命化を図る「予防保全型管理」を取り入れることによって、ライフ

サイクルコストの低減を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（１）取替・更新年数 

 計画的に継続して維持修繕を行うことで、取替・更新年数を延命し、ライフサイクルコス

トを低減する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典；河川用ゲート設備点検・整備標準要領(案) 国土交通省 

維持修繕に 

より延命化 

標準的な取替・更新年数 



 

 

 

 

 

７ 保全計画の実施 

施設毎や決められた整備年数どおりに計画すると年度によって必要な予算額にばらつきが生じ

る。これにより年度間の必要予算額の差を縮小するため、各年度のコストを平準化し、実効性の

高い計画を行う。 

 

保全計画の実施（直近５年分） 

施設名 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

第二樋門 〇 〇 〇 〇 〇 

粟野西６丁目樋門 〇  〇 〇 〇 
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長寿命化のイメージ 


